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エネルギー科学研究科の皆さん、はじめまして。

昨年２月に国際先端エネルギー科学研究教育センター

に特定助教として着任しました髙田昌嗣と申します。

本学農学部を卒業後、エネルギー科学研究科・エネル

ギー社会環境科学専攻で修士・博士号を取得しまし

た。その後昨年１月までカナダ・ブリティッシュコロ

ンビア大学で JSPS 海外特別研究員として、約二年間バ

イオ燃料に関する研究に従事してきました。 

私はこれまで、樹木を代表とする木質バイオマス

の主要細胞壁構成成分の一つである「リグニン」を研

究対象としてきました。リグニンは地球上で最も賦存

量の多い芳香族化合物であるにも関わらず、その詳細

な構造は不明な点が多く、複雑かつ不均一な構造から

有効利用が進んでいないのが現状です。そのようなリ

グニンからの有用ケミカルスへの高効率変換に向け

て、様々な熱化学処理（超・亜臨界溶媒処理、水熱処

理、蒸気処理等）に取り組んでおり、特に農学部で学

んだ専門を生かした組織形態学的な視点からの研究に

従事しております。 

昨年の IAESREC Science Café でも話題を提供させ

ていただきましたが、二年間の海外での研究生活を通

じ、日本とカナダの研究室の違いや、学生・ポスドク

の研究に対する姿勢の違い、研究室同士の繋がりな 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ZOOMを用いたオンライン講義の様子 

 

ど、現地での研究活動を通して色々な経験を得ました。海

外での研究活動や生活などに興味がありましたら、気軽に

相談してください。 

また、再生可能エネルギー全般を対象とした講義

（Renewable energy: present and future 金曜１限）も担当

しておりますので、どこかでお会いした際は気軽にお声が

けいただけたら幸いです。 

IAESREC 並びにエネルギー科学研究科の発展に尽力

いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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News Letterをご覧の皆さん、はじめまして。2021年

４月に国際先端エネルギー科学研究教育センターに助

教として着任しました上田樹美です。本学工学部電気

電子工学科を卒業後、エネルギー科学研究科 エネルギ

ー社会・環境科学専攻で修士・博士号を取得しまし

た。つい先日まで学生だった社会人一年生ですが、精

一杯 IAESREC 並びにエネルギー科学研究科の発展に尽

力する所存です。 

私は人が仕事や勉強等の作業するときの「集中」

について研究しています。普段からよく耳にする集中

という言葉ですが、実際に作業中どの程度集中してい

たのか、集中とはいったいどういうことなのか、考え

てみるとわからないことばかりです。そこで、認知課

題の回答時間データ解析や生理心理計測を用い、集中

していた時間の割合を算出する手法をはじめとして、

集中を客観定量的に扱うことを目指して研究していま

す。この他に、異文化交流や環境配慮行動の促進手法

の研究にも従事していますが、紙面の都合上、今回は

詳細を割愛させていただきます。IAESREC Science Café

等で紹介する機会もあるかもしれません。 

  学生時代、研究発表や日本語母語話者以外を対象と

した実験実施のために、何度も海外で活動しました。

長くても２週間程度の短い滞在でも、現地の文化や人

との触れ合いは楽しく、有意義な体験でした。しばら

くは感染対策のため渡航困難な状況が続きますが、海

外での活動には興味があるけれど不安だ、実際に行っ

てみてどうだったか等、雑談レベルでも何か気付きが 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会の隙間時間で大自然を満喫(カナダ) 
 

あるかもしれません。また、数少ない女性教員でもありま

すので、これまでなかなか相談しにくかったこと等、些細

なことでも気軽に相談できる環境作りの助けになりたいと

思っています。気軽に連絡してください。 

普段は総合研究１０号館付近に居ることが多いので、

見かけた際には気軽に声をかけていただけると嬉しいで

す。よろしくお願いいたします！ 
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IAESRECサイエンスカフェ 

2019年度より開始した、エネルギー科学研究科国

際先端エネルギー科学研究教育センター（IAESREC）

サイエンスカフェは、参加者の方々の多大なるご協力

のもと、未だ手探りではありますが無事に２年目を迎

えることができました。本年度は、他のイベント同様

に IAESREC サイエンスカフェも例外なく新型コロナに

よる影響を受け、実施形式の変更を余儀なくされまし

た。そんな中で試行錯誤しながら実施してきた第 6〜8

回を振り返りながら、オンライン実施することで見え

てきた可能性について、以下に記させて頂きます。 

2020 年 6 月 26 日に行われた第 6 回目は、2020 年 2

月より当センターに着任されました髙田昌嗣先生が話

題提供者となり、昨年度まで過ごされたカナダでの研

究生活の様子を紹介して頂きました。第 6 回のサイエン

スカフェにて提案していただいた Online Journal Club

は、まさにその一つの解になり得ると考えられます。

サイエンスカフェという活動が、今後グローバル人材

育成の場としてより機能してゆくためにも、これから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Online Journal Club を実現・充実させてゆけたらと考えて

おります。 

2020 年 8 月 28 日に行われた第 7 回目では、本研究科

の McLellan 准教授のご協力の元、話題提供者として The 

University of Queensland の Simon Smart 先生をお招きし、

初めての国際中継を試みました。 

2020 年 11 月 27 日に行われた第 8 回目では、今年度の

エネルギー科学研究科の新留学生に向けた Online welcome 

event を実施しました。修士および博士後期課程のダブル

ディグリー学生である難波大輝さんと Peizhao LIU さん

に、お二人の両国におけるキャンパスライフについてお話

し頂きました。イベントの締め括りには、クイズトーナメ

ントを行いました。写真は、参加学生が Welcome Event に

参加した新留学生がエネルギー科学や京都にまつわる科学

を中心に出題された 10問に対し、真剣かつ楽しく解答して

いる参加者の様子です。 

今年度は、オンライン実施を余儀なくされましたが、

国際中継や学生を取り込んだインタラクティブな活動の可

能性が見えてきた点において、本活動における有意義な年

になったと思います。今後も IAESREC サイエンスカフェ

活動を通じて、「研究」「教育」「国際」の視点において

有用な場となることを目指してゆきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Welcome Eventで開催したクイズトーナメントの様子 



 
 
 
 

 

New Equipment 



 
 
 
 
 
 

New Equipment 


